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特別
企画

日頃からお世話になり、親しくさせていただいている保育所担当の方々の素顔を紹介させていただきます。
①役職・氏名　②担当業務　③ひとこと（自己アピールや最近はまっていること、身の回りで起こったユーモラスな出来事等）

こども施設企画課全員集合！！こども施設企画課全員集合！！

①
子
ど
も
家
庭
部
長	

岩
村 

恭
代

②
部
の
総
括

③
ラ
イ
ブ
大
好
き
！ 

昭
和
の
ア
イ
ド
ル

を
愛
し
つ
つ
、令
和
の
J
ー

P
O
P
も

攻
め
て
ま
す
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
こ
ど
も
施
設
企
画
課
長	

鈴
木
　
修

②
課
の
総
括（
庶
務
、経
理
、新
規
事
業
等
）

③
録
画
し
た
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
の
鑑
賞
と

旅
行
が
癒
し
。こ
ど
も
は
大
好
き
で
す

が
怖
が
ら
れ
る
の
が
悲
し
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
給
付
担
当
課
長	

吉
田 

佳
子

②
運
営
支
援
係
、給
付
担
当
の
総
括

③
旅
行
が
趣
味
で
す
が
、最
近
は
体
力
に

自
信
が
…
。健
康
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

た
め
、ヨ
ガ
を
楽
し
ん
で
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
認
定
管
理
担
当
課
長	

石
松 

亨
介

②
利
用
調
整
係
、施
設
調
整
担
当
の
総
括

③
数
年
ぶ
り
に
福
智
山
に
登
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
も
う
来
ま
せ
ん
が
…　

何
事
も
健
康
と
体
力
が
大
切
で
す
ね
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
担
当
課
長	

伊
藤 

京
子

②
指
導
管
理
・
栄
養
指
導
・
特
別
支
援
・
医

療
支
援
担
当
の
総
括

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
頼
り
に
超
低
山
登

山
を
制
覇
し
、今
度
は
低
山
登
山
に
挑

戦
中
で
す
が
、思
っ
た
よ
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、暑
い
こ
と
も
あ
り
、や
る
気

が
低
迷
し
て
い
ま
す
。頑
張
り
す
ぎ
ず

に
、ぼ
ち
ぼ
ち
楽
し
み
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
長	

  

和
田 

太
輔

②
企
画
係
の
総
括

③
寝
る
前
に
ゆ
る
い
自
己
啓
発
本
や
資

格
の
本
を
読
む
な
ど
、ス
マ
ホ
か
ら
離

れ
る
ひ
と
時
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
D
X
推
進
担
当
係
長	

細
田 

佳
織

②
D
X
推
進
係
の
総
括

③
帰
宅
後
の
愉
し
み
は
、晴
れ
た
ら
、星

空
。曇
っ
た
ら
、葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
、

で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係
長	

中
嶋 

啓
太

②
運
営
支
援
係
の
総
括

③
最
近
、
Y
o
u 

T
u
b
e
で
昔
の
笑

点
を
観
る
の
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。歌

丸
師
匠
サ
イ
コ
ー
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
給
付
担
当
係
長	

花
田 

滋
保

②
給
付
ラ
イ
ン
の
統
括

③
休
日
は
、早
起
き
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。季
節
の
移
り
変
わ
り

を
肌
で
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
で
す
。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
長	

岸
本
　
洋

②
利
用
調
整
係
の
総
括

③
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
習
い
始
め
、最

近
は
一
緒
に
練
習
も
。父
も
で
き
る
競

技
を
選
ん
で
く
れ
て
感
謝
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当
係
長	

森
　
英
之

②
施
設
調
整
係
の
統
括

③
最
近
購
入
し
た
低
温
調
理
器
で
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
や
温
泉
卵
な
ど
色
々
な

料
理
を
作
る
の
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
管
理
係
長	

竹
中 

陽
子 

②
指
導
管
理
係
の
総
括

③
美
術
館
巡
り
と
館
内
の
カ
フ
ェ
で
ほ
っ

と
一
息
す
る
の
が
私
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。舞
台
鑑
賞
も
大
好
き
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
保
育
施
策
担
当
係
長	

上
原 

篤
子

②
保
育
施
策
に
関
す
る
こ
と

③
数
年
放
置
し
て
い
た
庭
の
手
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。暑
さ
に
は
勝
て
ま
せ
ん

の
で
、早
朝
と
夕
刻
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
、晴
天
続
き
で
水
や
り
が
追
い
付

か
ず
…
い
い
方
法
が
知
り
た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
栄
養
指
導
担
当
係
長	

磯
田 

陽
子

②
保
育
所
給
食
に
関
す
る
こ
と

③
数
年
前
よ
り
家
で
は
料
理
し
な
い
宣

言
を
し
た
ら
、主
人
の
料
理
の
腕
が
か

な
り
上
が
り
ま
し
た
。家
で
は
猫
5
匹

と
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当
係
長	

冨
士
田 

直
美

②
特
別
支
援
係
の
総
括

③
よ
く
餌
を
食
べ
て
元
気
に
育
つ
メ
ダ

カ
と
ス
ズ
ム
シ
を
見
る
の
が
、毎
朝
の

楽
し
み
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
医
療
支
援
担
当
係
長	

向
野 

立
代

②
医
療
支
援
係
の
総
括

③
昨
年
、7
年
振
り
に
、こ
ど
も
施
設
企

画
課
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
査	

木
下 

伸
二

②
シ
ス
テ
ム
関
係
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③
猫
に
ね
だ
ら
れ
て
、ず
ー
っ
と
お
尻
を

ポ
ン
ポ
ン
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
給
付
担
当
係
主
査	

井
寺 

大
悟

②
指
定
管
理
保
育
所
、家
庭
的
保
育
事
業

③
ホ
ー
ク
ス
を
応
援
し
て
い
ま
す
。推
し

の
選
手
は
中
村
晃
で
す
！
同
志
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、お
声
か

け
下
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
管
理
係
主
査	

杉
山 

成
史

②
認
可
外
保
育
施
設
に
関
す
る
こ
と
等

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
お
絵
か
き
ツ
ー
ル
で

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
す
。だ
い
た

い
色
塗
り
で
失
敗
し
ま
す
が
何
度
も

や
り
な
お
せ
る
の
で
便
利
で
す
。生
物

だ
と
、目
は
最
後
に
描
き
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
栄
養
指
導
担
当
係
主
査	

小
畑 

祐
子

②
保
育
所
給
食
に
関
す
る
こ
と

③
保
護
猫
2
匹
と
過
ご
す
時
間
が
最
高

の
癒
し
で
す
。あ
と
は
職
業
柄
、料
理

を
作
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
医
療
支
援
担
当
主
査	

小
林 

和
枝

②
医
療
的
ケ
ア
・
感
染
症
対
策
・
障
が
い

児
等
へ
の
対
応

③
4
⁄
5
勤
務
に
な
り
自
分
時
間
が
増

え
ま
し
た
。自
宅
で
は
針
子（
メ
ダ
カ

の
赤
ち
ゃ
ん
）が
多
量
発
生
中
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
任	

吉
田 

賢
輔

②
課
の
庶
務
、議
会
、表
彰

③
犬
2
匹
と
散
歩
や
取
っ
組
み
合
い
を

す
る
の
が
日
々
の
楽
し
み
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
任	

尾
潟 

美
佐

②
課
の
経
理

③
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
と
韓
国
ド
ラ
マ
が

大
好
き
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
任     

豊
嶋 

奈
美
子

②
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

③
イ
ン
ス
タ
で
簡
単
か
つ
栄
養
の
あ
る

料
理
を
見
て
作
る
こ
と
に
ハ
マ
っ
て

い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
任	

元
重 

美
佐

②
シ
ス
テ
ム
関
係

③
高
校
で
や
っ
て
い
た
楽
器
の
練
習
を

最
近
再
開
し
て
、気
分
転
換
を
し
て
い

ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係
主
任	

島
田 
咲
那

②
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
の
給
付
等

③
チ
ワ
ワ（
4
歳
・
女
の
子
・
ち
ょ
っ
と
太
っ

て
る
）に
い
つ
も
振
り
回
さ
れ
て
い
ま

す
。最
近
は
朝
5
時
に
起
こ
さ
れ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
給
付
担
当
係
主
任	

鹿
毛 

春
美

②
民
間
保
育
所
の
給
付
費
等

③
手
芸
が
趣
味
で
す
。最
近
で
は
、小
中
学

生
の
甥
姪
に
頼
ま
れ
、木
工
パ
ズ
ル
や
レ

ジ
ン
細
工
を
作
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
給
付
担
当
係
主
任	

白
水 

彩
也
香

②
小
規
模
保
育
事
業
、事
業
所
内
保
育
事

業
等

③
最
近
は
あ
ま
り
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

一
人
旅（
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
）が
す

き
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
主
任	

城
　
真
子

②
病
児
保
育
施
設
等

③
ス
タ
バ
が
好
き
で
毎
週
飲
ん
で
い
ま

す
が
、ス
タ
バ
の
福
袋
は
当
た
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
タ
バ
側
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
主
任	

豊
田 

直
也

②
直
営
保
育
所
の
運
営
等

③
髪
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

伸
ば
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

最
近
の
猛
暑
で
挫
折
寸
前
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
主
任	

吉
田 

侑
矢

②
利
用
調
整
等

③
最
近
は
運
動
不
足
で
、元
気
に
駆
け
回

る
息
子
に
つ
い
て
い
く
の
が
精
い
っ

ぱ
い
。健
康
維
持
の
た
め
に
も
運
動
を

再
開
す
る
予
定
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当
係
主
任	

小
車
　
恵

②
直
営
保
育
所
維
持
管
理
等

③
朝
起
き
る
の
が
苦
手
な
犬
と
、夕
方
近

く
の
神
社
を
森
林
浴
し
な
が
ら
の
ん

び
り
散
歩
し
て
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
管
理
係
主
任	

泉 

実
代
子

②
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
W
W
C
北
九
州
保

育
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

③
旅
行（
国
内
）が
大
好
き
で
す
。ま
だ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
こ
ろ
等
は
、計

画
の
段
階
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
係
主
任	

木
川 

裕
加
里

②
障
害
児
保
育
、親
子
通
園
事
業
等

③
最
近
、ヨ
ー
グ
ル
ト
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。い
ろ
い
ろ
な
美
味
し
い
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係	

河
瀬 

与
志
貴

②
私
立
幼
稚
園
の
給
付
等

③
こ
こ
3
年
ほ
ど
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て

い
ま
す
が
、全
く
痩
せ
ま
せ
ん
。

　

好
き
な
言
葉
は
、ご
飯
お
か
わ
り
無
料

で
す
。お
す
す
め
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
教

え
て
く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係	

吉
田 

和
夏

②
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
の
給
付
等

③
休
日
は
カ
フ
ェ
や
自
然
巡
り
、サ
ウ

ナ
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。ブ
ラ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
給
付
担
当
係	

安
部 

千
尋

②
民
間
保
育
所
の
給
付
費
等

③
家
に
転
が
っ
て
い
る
猫
を
眺
め
る
の

が
日
々
の
癒
し
で
す
。

　

ち
な
み
に
全
猫
の
中
で
一
番
可
愛
い

と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当
係	

神
崎 

敦
子

②
民
間
保
育
所
整
備
等

③
最
近
、「
梅
仕
事
」の
楽
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。シ
ロ
ッ
プ
な
ら
青
梅
が
さ
っ
ぱ

り
し
て
い
て
お
す
す
め
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
管
理
係	

鍛
治 

幸
子

②
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
W
W
C
北
九
州
保

育
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

③
末
息
子（
も
う
す
ぐ
4
歳
・
柴
犬
）に
ね

だ
ら
れ
、休
日
は
涼
を
求
め
て
ド
ラ
イ

ブ
・
森
林
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
係	

新
里 

侑
那

②
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

③
最
近
お
い
し
い
ベ
ー
グ
ル
屋
さ
ん
を
見

つ
け
ま
し
た
。た
く
さ
ん
種
類
が
あ
る

の
で
色
ん
な
味
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
係	

吉
住 

敦
子

②
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

③
我
が
家
か
ら
、夕
陽
を
な
が
め
て
一
日

を
振
り
返
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
。き
れ
い
な
光
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
係	

深
堀 

和
枝

②
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

③
ご
機
嫌
は
責
任
。ど
ん
な
時
自
分
が

ハ
ッ
ピ
ー
か
考
え
て
、健
康
で
伸
び
伸

び
楽
し
く
、欲
求
充
足
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
係	

後
藤 

伸
子

②
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

③
4
月
か
ら
薔
薇
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

初
心
者
に
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
新
苗
か

ら
の
挑
戦
！ 

成
長
が
楽
し
み
で
す
。
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自
然
豊
か
な
山
頂
に
あ
る
ソ
ラ

ラ
ン
ド
平
尾
台
っ
て
ど
ん
な
公
園
？

現
地
職
員
が
明
か
す
施
設
運
営
の

裏
側
と
来
園
者
に
伝
え
た
い
想
い

Q1 

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
の
運
営
主
体
や
設

立
経
緯

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
は
1
9
9
6
年
に

設
立
さ
れ
た「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
平
尾
台
株
式

会
社
」が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。設
立
の

背
景
に
は
、平
尾
台
の
環
境
保
全
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
、北
九
州
市
と
賛
同
す
る
企

業
が
出
資
し
て
い
ま
す
。こ
の
会
社
は
、北

九
州
市
の
公
共
施
設「
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台

（
平
尾
台
自
然
の
郷
）」や
福
岡
県
の「
平
尾

台
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
」の
指
定
管
理
業

務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
3
年
に

は「
平
尾
台
自
然
の
郷
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

2
0
2
2
年
に
は「
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
」

の
愛
称
が
付
き
ま
し
た
。

Q2 

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
の
事
業
目
的
や
内

容
に
つ
い
て

事
業
目
的
は
、訪
れ
る
方
々
に
自
然
と
の

触
れ
合
い
を
提
供
し
、憩
い
、遊
び
、学
び
、そ

し
て
体
験
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
豊
か
な
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。施
設

内
に
は
、カ
ル
ス
ト
台
地
の
壮
大
な
景
観
を

一
望
で
き
る
展
望
台
や
広
場
ゾ
ー
ン
、遊
具

広
場
、キ
ャ
ン
プ
場
、さ
ら
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
、多
様
な
施
設
が
揃
っ
て
お
り
、幅
広
い

体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、地
域
と
協
働
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、自
然
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、訪

れ
る
人
々
に
自
然
環
境
の
魅
力
や
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。山
歩

き
ガ
イ
ド
や
ケ
イ
ビ
ン
グ（
洞
窟
探
検
）な

ど
の
特
徴
的
な
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

多
数
実
施
し
て
お
り
、地
域
の
自
然
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
と
し
て
、多
く

の
人
々
に
自
然
の
美
し
さ
や
奥
深
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
、地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
お
り
、地
元
の
自
然
や
文
化
を
次
世
代

に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Q3 

開
園
時
間
・
入
園
料
金
・
団
体
利
用
な
ど

に
つ
い
て

開
園
時
間
は
、3
～
11
月
が
9
時
～
17

時
、12
月
～
翌
年
2
月
は
10
時
〜
16
時
で
す
。

入
園
は
無
料
で
、
駐
車
場
の
台
数
は

1
，1
0
0
台
あ
り
、普
通
車
は
3
0
0
円
、

大
型
車
は
1
，0
0
0
円
の
料
金
が
か
か
り

ま
す
。ま
た
、当
該
施
設
の
行
事
と
し
て
団

体
利
用
す
る
場
合
、事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

Q4 

業
種
・
職
員
数
や
仕
事
内
容
に
つ
い
て

職
員
数
は
約
40
名
で
す
。北
九
州
市
か
ら

受
託
し
た
「
平
尾
台
自
然
の
郷
」お
よ
び
福
岡

県
か
ら
受
託
し
た
「
平
尾
台
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
」の
指
定
管
理
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

施
設
運
営
の
ほ
か
、平
尾
台
で
の
自
然
や
人
と

の
出
会
い
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、フ
ィ
ー
ル

ド
の
維
持
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、イ
ベ
ン
ト
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
も
手
掛

け
、自
然
体
験
学
習（
学
校
教
育
）の
受
け
入

れ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q5 

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
の
施
設
の
特
徴
に

つ
い
て

国
定
公
園
で
あ
る「
平
尾
台
」の
景
観
を
活

か
し
た
自
然
体
験
施
設
で
す
。展
望
台
や
ド

リ
ー
ネ
デ
ッ
キ
な
ど
、自
然
観
察
を
楽
し
め

る
施
設
や
、す
べ
り
台
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

遊
具
を
備
え
た「
ゆ
～
遊
広
場
」、本
格
的
な

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
で
あ
る「
平
尾
台
ア
ス

レ
」な
ど
、大
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
と
過
ご遊具広場

カルスト台地

4

第219号



す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
に
も
、ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

た
カ
フ
ェ
「
平
尾
台
テ
ラ
ス
」や
、宮
崎
牛
を

堪
能
で
き
る
本
格
レ
ス
ト
ラ
ン「
山
の
と
ら

や
」で
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、工
房
で
の
陶
芸
や
そ
ば
打
ち
な
ど

の
体
験
教
室
の
ほ
か
、野
焼
き
見
学
会
や
ペ

ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
鑑
賞
会
な
ど
、季
節
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

Q6 

年
内
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
、ま
た
は

企
画
の
P
R

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
休
み
期
間
を

は
じ
め
、年
間
を
通
じ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
S
N
S
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Q7 

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
で
の
体
験
を
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
ほ
し
い
か

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
で
の
体
験
は
、子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
単
な
る
遊
び
や
楽
し
み
だ
け

で
な
く
、未
来
を
担
う
た
め
の
大
切
な
学
び
の

場
と
な
り
ま
す
。多
種
多
様
な
事
業
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
の
触

れ
合
い
や
協
力
の
大
切
さ
を
学
び
、地
域
や
社

会
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
培
っ
た
感
性
や

知
識
を
次
の
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台

で
経
験
し
た
こ
と
が
、地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着

を
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
、将
来
的
に
北
九
州

を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す
る
た
め

の
土
台
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Q8 
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
く
中
で
、天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
課
題
の
一
つ
で
す
。ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

や
イ
ベ
ン
ト
シ
ョ
ー
の
下
準
備
を
整
え
て
も
、

予
期
し
な
い
突
風
や
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、企
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

面
も
多
々
あ
り
ま
す
。自
然
の
力
に
は
ど
う
し

て
も
敵
わ
な
い
こ
と
を
実
感
し
、ど
ん
な
に
準

備
を
し
て
も
、そ
の
瞬
間
の
判
断
力
や
柔
軟
さ

が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
多
い
で
す
が
、そ
の
度

に
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
迅
速
に
対
応
し
、状
況
に

応
じ
た
プ
ラ
ン
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、参
加

者
の
皆
さ
ん
に
は
安
全
で
楽
し
い
体
験
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
増
員
を

目
指
し
て
募
集
を
行
っ
た
も
の
の
、な
か
な
か

（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟

北
九
州
市
保
育
士
会

（
公
社
）
北
九
州
市
私
立
保
育
連
盟

へ
ご
寄
付

　（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟

前
会
長
　
山
本 

文
雄
様
よ
り
保
育

事
業
発
展
の
た
め
ご
厚
志
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ご
主
旨
を
尊
重
し
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

集
ま
ら
ず
苦
戦
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
熱
意
や
地
域
貢
献
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
々
が
多
い
一
方

で
、時
間
や
労
力
の
問
題
か
ら
参
加
者
を
集
め

る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
役
割
分
担
し
な

が
ら
、地
域
の
方
々
や
団
体
と
連
携
を
深
め
、

少
し
ず
つ
で
も
協
力
者
を
増
や
す
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、自

分
で
考
え
た
企
画
に
基
づ
い
て
洞
窟
の
下
見

や
登
山
研
修
を
行
う
機
会
が
あ
り
、広
大
な
平

尾
台
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
業
務
を
遂
行
で

き
る
の
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。自
然
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、現
場
で
の
経
験
を
積
む
こ
と

で
知
識
も
深
ま
り
、仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
瞬
間
が
増
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
仕
事
は
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

う
機
会
が
多
く
、平
尾
台
を
案
内
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
学
び
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
き

な
喜
び
で
す
。地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、日
々

の
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

寄 

付

ハイジブランコ

きたぽっぽ
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研
修
・
一
期
一
会

研
修
・
一
期
一
会

令
和
7
年
6
月
11
日
（
水
）
～
13
日
（
金
）

の
3
日
間
で
開
催
さ
れ
た
「
第
67
回
全
国
私

立
保
育
研
究
大
会 

飛
騨
高
山
大
会
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岐
阜
言
葉
で

は
、
あ
る
分
野
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
情
熱
を

傾
け
て
い
る
人
の
事
を「
〇
〇
ド
タ
ー
ケ
」、

さ
ら
に
そ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
様
子
を

「
〇
〇
マ
ル
ケ
」
と
表
現
し
、
今
回
の
テ
ー

マ
「
ホ
イ
ク
・
ド
・
タ
ー
ケ
・
マ
ル
ケ
」
と

し
て
、
保
育
に
情
熱
を
注
ぐ
皆
様
と
共
に
多

く
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
に
続
き
行
政
説
明
で
は
、
こ
ど
も
家

庭
庁
成
育
局
成
育
基
盤
企
画
課
の
本
多
真
行

氏
よ
り「
こ
れ
か
ら
の
保
育
政
策
に
つ
い
て
」

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
と
り
ま

く
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
の
保
育
政
策
の
新

た
な
方
向
性
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
取
り
組
み
や

課
題
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
全
国
私
立
保
育
連
盟
常

任
理
事
の
髙
谷
俊
英
氏
よ
り
、
こ
ど
も
政
策

の
推
進
や
保
育
三
団
体
協
議
会
の
取
り
組

み
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
お
け
る

継
続
的
な
見
え
る
化
の
在
り
方
に
つ
い
て
等

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
に
関
わ
る
者

と
し
て
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
遊
び
育
つ
事

を
保
障
す
る
保
育
の
実
践
や
地
域
に
開
か
れ

た
保
育
や
子
育
て
支
援
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
無
藤
隆

氏
・
汐
見
稔
幸
氏
・
秋
田
喜
代
美
氏
が
登
壇

さ
れ
「
ホ
イ
ク
ド
タ
ー
ケ
サ
ミ
ッ
ト
」
と
題

し
て
、
喫
緊
で
考
え
て
い
る
課
題
、
後
に
続

く
研
究
者
や
保
育
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
こ

ど
も
た
ち
の
未
来
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
を
お
話

の
中
で
伺
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
保
育
現
場

の
複
雑
さ
の
中
か
ら
保
育
者
が
ど
の
よ
う
に

捉
え
る
か
、
保
育
現
場
か
ら
学
ん
だ
事
で

保
育
の
理
論
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
事

等
、
職
員
同
士
で
協
力
す
る
事
の
現
場
力
の

重
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
保
育
者
同
士
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
最
善
の
保
育
と
は
何
か
を
全
体

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

2
日
目
に
24
の
分
科
会
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
第
8
分
科
会
「
小
学
校
へ
の
連
携
と
接

続
を
考
え
る
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
神
戸
市

の
若
竹
こ
ど
も
園
の
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
情
報
共

有
に
つ
い
て
、
大
分
県
の
大
在
愛
育
こ
ど
も

園
の
保
幼
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

く
連
携
の
実
践
、
札
幌
市
の
菊
水
元
町
第
二

保
育
園
の
保
幼
小
中
の
15
年
計
画
等
、
様
々

な
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
岐
阜

大
学
教
授
の
今
村
光
章
氏
か
ら
は
相
互
理
解

の
上
で
協
働
す
る
事
が
連
携
の
中
で
重
要
で

あ
り
、
求
め
あ
う
よ
り
歩
み
寄
る
連
携
を
大

切
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
保
育
者
と
し
て
「
こ
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」
を
根
幹
に
置
き
、
子
ど
も
の
小
さ

な
歩
幅
を
第
一
に
考
慮
し
た
接
続
や
、
地
域

社
会
と
連
動
し
た
接
続
等
、
少
し
ず
つ
で
も

前
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
私
自
身
も
意
識
を

持
っ
て
行
動
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

3
日
目
の
大
会
最
終
日
は
東
京
藝
術
大
学

学
長
・
岐
阜
県
美
術
館
館
長
の
日
比
野
克
彦

氏
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
ト
は
人

間
に
と
っ
て
生
き
る
力
で
あ
り
、
幼
少
期
の

心
地
よ
い
体
験
か
ら
生
ま
れ
る
絶
対
色
感
や

幼
児
期
の
環
境
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た

人
と
の
出
会
い
や
繋
が
り
か
ら
広
が
る
人
格

形
成
等
、
幼
児
教
育
と
密
接
に
関
係
す
る
事

象
を
様
々
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
幼
児
期

の
心
地
よ
い
体
験
に
携
わ
る
保
育
の
仕
事
に

誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

3
日
間
を
通
し
て
現
代
社
会
の
中
で
求
め

ら
れ
て
い
る
保
育
者
の
形
や
、
求
め
あ
う
で

は
な
く
歩
み
寄
る
連
携
、
幼
児
期
の
心
地
よ

い
体
験
を
つ
く
る
環
境
構
成
の
重
要
性
等

を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
と

の
交
流
の
中
で
皆
さ
ん
の
保
育
へ
の
情
熱
を

強
く
感
じ
る
事
が
出
来
、
私
自
身
も
刺
激
を

受
け
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
保
育
者

と
し
て
同
じ
思
い
を
持
つ
仲
間
の
存
在
を
強

く
感
じ
る
と
共
に
、
一
人
の
保
育
者
と
し
て

日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
改
め
て
考

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
日
々
の
学
習
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
の
保
育

者
と
し
て
の
行
動
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
回
の
開
催
地
は
北
九
州
。「
北
九
州
ア

ク
シ
ョ
ン
！
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
の
良
さ
を

し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
保
育
に

情
熱
を
持
っ
た
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
め
る

よ
う
、
北
九
州
市
の
保
育
者
の
一
員
と
し
て

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。日

豊
保
育
園
　
渡
辺
　
拓

第
67
回
全
国
私
立
保
育
研
究
大
会
　

　
　
　 

飛
騨
高
山
大
会
に
参
加
し
て
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支
部
近
況

小倉北支部篇

「
き
た
し
ぶ
」
…
小
倉
北
区
の
保
育
園

関
係
者
は
、私
た
ち
の
組
織
を
親
し
み
を

込
め
て
こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。34
の
園
が
、

そ
れ
ぞ
れ
園
の
方
針
・
特
色
を
持
ち
、日
々

の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
園
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

連
携
し
て
い
ま
す
。

支
部
独
自
の
研
修
そ
の
1

給
食
研
修
会

令
和
6
年
7
月
22
日（
月
）、ア
シ
ス
ト
21

で
、と
ん
と
ん
拍
子
店
主
の
タ
ニ
ガ
ワ
ミ
ユ
キ

氏
を
お
招
き
し
て
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
味
噌

玉
づ
く
り
」を
行
い
ま
し
た
。

味
噌
玉
は
発
酵
食
品
で
あ
る
味
噌
を
使

い
、ま
た
手
軽
な
ひ
と
椀
に
な
る
と
し
て
近

年
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。1
食
に

つ
き
、味
噌
は
15

グ
ラ
ム
。乾
燥
野

菜
を
混
ぜ
込
み

丸
め
て
、ま
わ
り

に
ぶ
ぶ
あ
ら
れ
・

麩
・
ゆ
か
り
等
を

ま
ぶ
し
ま
す
。だ

し
の
素
は
、食
べ
る
直
前
に
入
れ
る
と
の
こ

と
。参
加
者
は
出
来
上
が
っ
た
味
噌
玉
を
持

ち
帰
り
、美
味
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

支
部
独
自
の
研
修
そ
の
2

フ
リ
ー
研
修

令
和
6
年
7
月
31
日（
水
）、ア
シ
ス
ト
21

で
、同
年
9
月
に
行
わ
れ
る
小
倉
北
支
部
保

育
ま
つ
り
の
お
土
産
作
り
を
南
丘
保
育
所

の
中
野
雅
子
所
長
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

製
作
し
た
も
の
は「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
コ
マ
」

「
く
る
く
る
万
華
鏡
」で
す
。各
園
の
企
画
委

員
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、こ
の
2
つ
に

決
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
企
画

委
員
は
製
作
の
ポ

イ
ン
ト
を
聞
い
た

後
、保
育
ま
つ
り

に
参
加
し
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、心
を

込
め
て
製
作
し
ま

し
た
。

小
倉
北
支
部
保
育
ま
つ
り

令
和
6
年
9
月
19
日（
木
）、松
田
楽
器
店

3
階
・
演
奏
ホ
ー
ル
で
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
&

マ
ジ
シ
ャ
ン
&
翻
訳
家
の
大
友 

剛
氏
を
お

招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。会
場
は
1
0
0
名

を
超
す
親
子
と
、緊
張
の
中
に
も
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
ス

タ
ッ
フ
で
、熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、保
育
士
会
D
V
D
「
輝
く
未

来
」を
上
映
し
な
が
ら
、小
倉
北
区
保
育
士

会
室
田
会
長
が
保
育
所
の
一
日
を
説
明
し

ま
し
た
。次
に
保
育
士
と
た
く
さ
ん
手
遊
び

を
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
歌
や

リ
ズ
ム
に
大
喜
び
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
大
友
氏
の
コ
ン
サ
ー

ト
開
始
! 

多
方
面
で
活
躍
中
の
氏
は
、ピ
ア

ノ
・
ピ
ア
ニ
カ
等
の
楽
器
を
使
っ
た
歌
・
マ

ジ
ッ
ク
で
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。嬉
し
す
ぎ
て
ス
テ
ー
ジ
に
近
寄
っ
て

し
ま
う
子
ど
も
さ
ん
も
、優
し
く
大
友
ワ
ー

ル
ド
に
引
き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。1
時
間

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、た
く
さ
ん
の
手
拍
子
と

歌
声
に
包
ま
れ
て
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間

で
し
た
。

最
後
に
、お
土
産
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
コ
マ

と
く
る
く
る
万
華
鏡
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、小
倉
北
区
の
保
育
園
紹
介
マ
ッ
プ
の

設
置
や
、別
室
で
の
育
児
相
談
コ
ー
ナ
ー

等
、参
加
の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
情
報
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

 

職
員
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

令
和
6
年
12
月
17
日（
火
）、
コ
ロ
ナ

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
で
行
い
ま
し
た
。

現
在
、市
の
本
大
会
は
休
止
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、園
を
超
え
た
職
員
の
親
睦
の
場
を

続
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、小
倉
北
支
部
で

は
独
自
の
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。ゲ
ー
ム

は
団
体
戦
で
。ピ
ン
を
豪
快
に
弾
く
音
や
湧

き
上
が
る
歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

仕
事
終
わ
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
、各
園

応
援
の
職
員
も
大

勢
来
て
い
ま
し
た
。

成
績
発
表
の
後
は
、

役
員
さ
ん
選
り
す

ぐ
り
の
賞
品
を
全

園
が
も
れ
な
く
い

た
だ
き
、各
園
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
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小
さ
な
こ
ろ
か
ら
何
と
な
く
意
識
し
て
い

た
チ
ー
ム
構
築
の
考
え
を
、
職
場
環
境
構
築
の

3
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
し
て
言
語
化
し
て
み

ま
し
た
。

そ
の
3
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
①
責
任
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
②
成
果
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
③
配
分
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
で
す
。

1
．
責
任
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

責
任
は
頂
点
か
ら
下
に
転
が
れ
ば
転
が
る

ほ
ど
ど
ん
ど
ん
増
幅
し
て
い
く
雪
だ
る
ま
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
か
と
い

う
と
、
多
く
の
場
合
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
に
位
置

す
る
の
は
若
手
職
員
で
あ
り
、
重
い
責
任
を
引

き
受
け
る
だ
け
の
経
験
、
器
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
か
ら
で
す
。
客
観
的
に
は
同
じ
量
の
よ

う
に
見
え
る
責
任
も
下
に
転
が
れ
ば
転
が
る

ほ
ど
心
理
的
に
増
幅
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
も
の
の
対
応
と
し
て
、

責
任
は
基
本
的
に
下
に
落
と
さ
な
い
こ
と
を
意

識
す
る
の
が
大
事
で
す
。

　「
な
ん
で
し
な
か
っ
た
の
？
」
で
は
な
く
て

「
ご
め
ん
！ 
伝
え
忘
れ
て
た
。」
と
言
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

2
．
成
果
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

成
果
も
や
は
り
頂
点
か
ら
下
に
下
っ
て
い
け

ば
行
く
ほ
ど
増
幅
し
て
い
く
雪
だ
る
ま
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
か
と
い
う

と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
に
位
置
す
る
若
手
職
員

は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
経
験
が
少
な
い
こ
と
、

自
分
の
な
し
た
こ
と
が
正
解
な
の
か
不
安
が
ち

で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
成
果
も
下
に

下
っ
て
い
け
ば
行
く
ほ
ど
そ
の
効
果
が
心
理
的

に
増
幅
さ
れ
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
成
果
は
経
由
す
る
人
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
成
果
の
共
有
と
い
う
効
果
を
も
た
ら

す
と
い
う
性
質
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
い
る
人
は
、
成
果
の
雪
だ
る
ま
が

よ
り
長
く
転
が
り
続
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　「
こ
の
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き

し
て
る
ね
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
た
よ
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
！ 

ク
ラ
ス
の
先
生
に
も
伝
え
と
い

て
！
」
と
園
長
先
生
は
主
任
の
先
生
に
伝
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

3
．
配
分
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

今
、
仕
事
の
で
き
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
に
こ
そ

知
っ
て
ほ
し
い
の
が
こ
の
配
分
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

で
す
。

　「
責
任
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
成
果
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
も
分
か
っ
た
！ 

な
ら
ば
責
任
の
あ
る
私
が
た

く
さ
ん
仕
事
し
よ
う
！
」
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

配
分
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
リ
ー
ダ
ー
が
公
平

に
皆
に
仕
事
を
配
分
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
時
、

最
も
意
識
し
て
ほ
し
い
の
は
リ
ー
ダ
ー
を
含
め

た
「
公
平
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
に
有
能
で
あ
り
た
く
さ
ん
の
仕
事

を
こ
な
せ
、
人
間
的
に
も
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
と
し
て
も
荷
重
に
仕
事
を
引
き
受
け
て

し
ま
え
ば
、
近
い
将
来
、
責
任
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、

成
果
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
必
ず
崩
れ
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
で
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
職

場
環
境
に
悪
い
影
響
が
で
ま
す
。

親
を
引
き
継
い
で
園
長
に
な
っ
た
り
、
新

し
く
主
任
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
つ
い
つ
い
必

死
に
仕
事
を
し
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
2
、
3
年
後
に
は
「
一
人
」
で

頑
張
る
こ
と
か
ら
、「
み
ん
な
が
」
頑
張
れ
る

組
織
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
最
後
に

3
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
状
況
に
よ
っ
て
は
回

転
す
る
も
の
で
す
。
運
動
も
得
意
、
ピ
ア
ノ
も

得
意
、
制
作
も
I
T
も
得
意
な
人
は
そ
う
そ
う

い
ま
せ
ん
し
、
そ
ん
な
人
で
も
全
て
に
は
手
が

回
り
ま
せ
ん
。
保
育
園
で
の
活
動
を
細
か
く
分

析
す
る
と
そ
の
瞬
間
瞬
間
で
リ
ー
ダ
ー
は
入
れ

替
わ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
時
も
リ
ー

ダ
ー
で
な
い
時
も
ぜ
ひ
3
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
居
心
地
の

い
い
職
場
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園 

槻
田
杉
の
実
保
育
園

岡
本
　
一

身近な AI 技術 (Artificial Intelligence) は、人間に代わって色々な分
野での活用がなされています。

私たちの日常生活を便利で快適に効率化するために「音声アシスタント
機能」「エアコン」「お掃除ロボット」「スマート家電」などが挙げられます。

AI 技術は 3 つの要素で成り立っています。
①機械学習 ( データーの学習 )
②深層学習 ( 大量のデーターから特徴を分析 )
③自然言語処理 ( 人間の言葉をコンピーターで処理 )
また、人工知能、自動車、自動翻訳、医療画像診断、囲碁など、様々

な業種の中で我々の生活に使われています。
最近は保育現場でも AI の利用が少しずつですが進み始めています。
子どもの安全管理や午睡管理システム・保育計画・書類作成・事務作

業の効率化・保育士の業務負担軽減等、保育の質の向上に繋がる可能
性をもたらしています。

一方、雇用や情報漏洩、セキュリティー、倫理性等、多くの課題も存

在し、便利なものには、必ず用途によってリスクが伴いがちです。
2001 年に映画化した SF ドラマ「A.I.」。スティーブンスピルバーグ監

督の作品で、人口知能を搭載した少年型ロボット「A.I.」が存在する、テ
クノロジーが天文学的なペースで発達した近未来が描かれています。人
間は感情以外の面において万能なロボットを召使いとする生活を送って
いました。そんな時、世界で初めて、“愛することをインプットしたロボット”
の少年が生み出され、試験的に従業員夫妻の養子となるが、予期せぬ
状況の連続で生活を続けられなくなり、ロボットは家を出る…人間と AI
の関係性についての物語です。

AI はあくまで保育現場をサポートするツールであり、人間性を代替す
ることはできません。保育現場は今までは人間が関わるのが当たり前で
したが、新しい時代、新しい形での AI を活用することにより、より質の
高い保育を提供することも大事となってくるのでしょうが、AI に頼るので
はなく、どんなに時代が変わろうとも我々保育者が精一杯子どもたちの
健全な発達を促し成長を支える保育を目指したいものです。

「花火大会」

雑
感

僕
が
意
識
す
る
3
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

編 集 後 記 —　A I と保育 　—

「保育北九州」編集委員長　西 敏昭

（5歳児の作品）


